
『ロッジアボリア』ってこんなところ。 

 

＊オーナー：橋本大さん 

＊移住元：東京都 

＊開業年 ：1979年(ご両親から引き継がれたのは 2014年) 

 

テーマは“こだわりのパン” 

ダイニングに入ると、大きな窓から差し込む光と木材の温かみ、そしてレコードや様々な本

が堅苦しくなく整頓されています。また、少し区切られた空間にはソファーと暖炉があり、

時には家族のだんらんに、時には大人のくつろぎに、ゆったり落ち着けそうな雰囲気があり

ます。 

 

 

「常に料理がおいしくなくてはならない」がモットーだった一代目オーナーの想いを引き

継ぎ、お母さまが焼くロッジアボリアのパンに合うお料理やお酒を自らセレクトし、自信を

持って提供する二代目オーナー。“今のままで満足”とならないよう、時には自身が客席に

座り、料理内容や運ぶスピード、その他サービスを見直すのだとか。 

 

お客さまのセカンドハウスになるようなペンションに。そんな想いから、自ら客室で過ごし

てみたり、旅先で宿泊したりすることを通して、客室に何があったらお客さまがもっと快適

に居心地良く過ごせるかを常に考えているそう。 

 

 

 

 

 



♡現状維持は衰退。ペンションも村もよりよくしたい。 

勤めていた時にはあった「マニュアル」。これはペンション業にはない。だからこそ、自分

が良いと思ったことを取り入れて、良くないと思ったことは改善して、個性を出してやって

いけるんだ、と語るオーナー。いいものを残しつつ、変化もさせつつ。 

 

二代目だからこそ、建物の維持・管理に時間とお金をかけなければならなかったり、お客さ

まへのサービスやお客さまとのコミュニケーションに戸惑ったりということがあったそう。

ただ、ペンションをやっていく中でお客さまとの間に“サービスを超える瞬間”があり、そ

れが喜びとなり、ペンション業をやっていけている、と。 

 

現在、峰の原高原に 30 代は数人。その一人であるオーナーは、地域の活性のための何かを

やっていきたいと話されています。決して現状に満足しないそんなペンション。ぜひ、お人

柄とともにお楽しみください。 

 

 

 


